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3. LiRbl_ⅩAxSO4(A-NH4,K)混晶系の相転移とモデル

中 村 肇

A28X▲型の強 誘電体は､ BXl四面体基の配向につ いて､ 秩序一無秩序型の相

転移 をする物賞で､ 整合 -不盤合相転移を含む多様な逐次横道相転移を示 し､ 数

多 くの研究が清力 的 に行なわれ ている. 我 々の研究室で もこれ までに､ K2ZaC

l▲､ K2C oC l▲､ とともに L iRbSO▲について､ この型の強誘電体の逐次

横道相 転移の横様 を明 らかにす るために一連の研究 を行 な って きた.

L i氏bSO一は､ SO▲四面体基 とこの 0を共有 したL iO▲四面体の作 るab

面に広 がった層状 の擬六方のカゴメ嫌達の間に､ Rbイオンのは■きまった3次元

棟漣 になっていて比や的複雑 な逐次稚遭相転移を示す. .同様な樵達で､ 氏 bイ

オンの替わ りに NH4イオンの はきまったL i〟H▲SO▲では､ より単純な逐次

嫌辻相転移 を示す｡ 我 々は過去数年 にわたって､ この二 つの物質の混晶であるL

iRb卜x(NH▲)xSOJ(LRAS)混晶系を作 り､ その逐次相転移の様子を

粥べ た.

き ちに我 々は､ RbをKに置換 した､ LiRbl-xKxSO▲(L氏KS)混晶系

の逐次相転移の様子 を調べた｡ この混晶系はLRASとは異な り､ C=2coの

蓮台相 ではな く､ C=6coの壷合相 が Kイオンへの置換が進むにつれてF iど.

1の様 に支配的にな って来 る. そ して さらに､ これ ら混晶系の置換による逐次相

転移の変化 を､ j番 目の層の SOJ四面体基の配向 u jとRb (叉はNHh 冗)イ

オンの変位mjを変数 と し､ ハ ミル ト̀ニアンを

H=1/2∑ 卜 c Buj2+cl(uj･1⊥ u j)2十･･･●∵

-bBmj2+bl(mj･1-mj)2+･･･

+ a (uj-mj)2+a (uJ･･.一 mj)2]

として､ 最拝的には相互作用の係数 は a､ bo､ bt､ c lのみをとりと り､ u jと

m Lの同d)相互作用の強 さ aを変 えることによって現明す るモデルを考 た.･その安

定な係数の領域を F ig.-2,F ig3に､ その簡単な相図を､ Fig. 4に示

した.
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Fig. 4

0 a


